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研究成果の概要（和文）：スピン三重項超伝導体UTe2の精密磁化測定を、２５Tまでの強磁場、温度は２Kから
６０Kにおいて網羅的に行った。この測定からdM/dT=dS/dBの関係により、磁場‐温度相図においてエントロピー
マッピングを行った。（Mは磁化、Tは温度、Sはエントロピー、Bは磁場である。）この結果、b軸方向の磁場で
は、増強超伝導が見える磁場付近からエントロピーの上昇が観測できた。a軸方向では7Tあたりにエントロピー
の増大が見られる。これは以前報告されていたリフシッツ転移と整合するものである。これらの結果はエントロ
ピー増大が示す揺らぎの増大と超伝導の関係性を明らかにする重要な発見である。

研究成果の概要（英文）：Precise magnetization measurements of the spin triplet superconductor UTe2 
were performed comprehensively in a strong magnetic field up to 25T and at temperatures from 2K to 
60K. From these measurements, entropy is mapped in the magnetic field-temperature phase diagram 
based on the relationship of dM / dT = dS / dB. (M, T, S and B are magnetization, temperature,  
entropy and magnetic field.) As a result, in the magnetic field along b-axis, an increase in entropy
 is observed from the vicinity of the magnetic field where reinforced superconductivity emerges. For
 the field along a-axis increase of entropy is observed around 7T. This is consistent with the 
previously reported Lifshitz transition. These results clarify the relationship between the increase
 in fluctuations exhibited by entropy and superconductivity.

研究分野： 強相関電子系

キーワード： 超伝導　量子臨界現象　ウラン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ウラン系の強磁性超伝導体はスピン三重項と考えられているが、その異常な性質は従来の超伝導のものとはかけ
離れており、研究対象として注目を集めている。また、スピン三重項超伝導体は量子コンピュータのカギとなる
物質と考えられている。したがって、その超伝導の発現機構の解明は、学術的にも社会的にも大きな意味を持
つ。
非従来型の中でもスピン一重項の超伝導体では、その常伝導状態が異常な非フェルミ液体という相で、そこから
超伝導が発生する。スピン三重項超伝導の常伝導相の性質はどのような性質を持つのか？この研究を揺らぎの指
標であるエントロピー測定を通して行った。結果、超伝導と揺らぎの関係性を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

磁気秩序が元素置換による組成変化や磁場などの外部パラメータで消失する量子臨界点（QCP）

近傍では、量子臨界揺らぎのため常伝導状態は量子臨界現象を示し異常な金属状態が現れる。非

従来型超伝導の多くは、揺らぎが最も強い QCP 近傍で最も増強され、QCP から距離が離れると

抑制されるため、量子臨界揺らぎは超伝導発現の起源と考えられている。量子臨界現象は超伝導

発現機構に直結していることから、その研究は、重い電子系、鉄系、酸化物系など主要な超伝導

物質系において活発に行われている。 

そのような非従来型超伝導の一つに強磁性超伝導がある。従来、超伝導は磁場に弱く磁場印可

により超伝導転移温度（Tc）は単調に減少する。数少ない例外の一つが、ウラン化合物の強磁性

超伝導である。 

それらの超伝導体では、Tc の磁場に対する非単調な変化や、一度消失した超伝導の高磁場での

再出現が知られている。これと類似する Tc の特異な磁場応答が UTe2 で発見されたため、UTe2 が

新たな強磁性超伝導体と推測され注目を集めている。 

現在、超伝導近傍の量子臨界現象は、報告の殆どが反強磁性秩序に起因するものである。強磁

性超伝導体の数がごく僅かであることと、UTe2 以外では常圧で強磁性秩序を示すため、強磁性

超伝導における量子臨界現象の研究が殆どなく理解が進んでいない。 

 

２．研究の目的 

強磁性超伝導の下地となる常伝導状態はどのような量子臨界的性質を持っているのだろうか。

この問いに答えるのが本研究の目的である。量子臨界的性質は、QCP への距離と量子臨界揺ら

ぎの種類が全てと言える。具体的に答えたい疑問として、典型的な相図と同様、強磁性超伝導の

Tc も揺らぎが最も強い QCP 直上で最大化されているか、それとも距離があるか？量子臨界揺ら

ぎは純粋に強磁性的か、そして揺らぎの次元性は？ これらの性質を、研究代表者独自の MCE を

用いて明らかにする。 

そして、UTe2（Tc=1.6K）は、強磁性転移温度が絶対零度に抑制された、量子臨界点に位置する

とされており、強磁性超伝導の量子臨界現象を研究する格好の物質である。 

UTe2 の超伝導はスピン三重項超伝導と考えられている。そのような超伝導はトポロジカル超

伝導の可能性があり量子コンピュータを構成する物質とされている。このように、スピン三重項

超伝導は最先端の研究テーマを内包する重要な研究対象であり、そのような超伝導体の典型と

なりうる物質の物性解明は我々の分野における最重要課題の一つである。 

 

３．研究の方法 

磁気熱量効果（MCE）の測定により、エントロピーが得られ、磁場‐温度相図上でエントロピ

ーのマッピングが可能になる。これにより、磁気的揺らぎの可視化ができる。本研究では、この

MCE の精密測定系の立ち上げを行う。それと同時に、精度は落ちるものの、磁化測定からもエン

トロピーを算出することができるため、磁化測定による研究も行う。熱力学的関係式

dM/dT=dS/dB により、磁化からエントロピーを求める。（M は磁化、T は温度、S はエントロピー、

B は磁場である。） 

 

４． 研究成果 

 



UTe2 のエントロピーマッピング 

(1) 磁場 a 軸 

Quantum Design 社製 PPMSを用いて磁場９T、温度 1.8K までの精密磁化測定を行った。a 軸

方向では帯磁率 dM/dB に、低温でのみ 7T あたりにピークが現れる。これは以前報告されて

いるリフシッツ転移によるものと考えられる。そして、その磁場においてエントロピーの異

常増大が見られる。最近の研究により、超伝導磁気相図がこの磁場付近で折れ曲がりを見せ

ており、エントロピーの異常増大が超伝導に影響を及ぼしている可能性がある。この結果に

関して、日本物理学会や国際学会で発表を行った。 

(2) 磁場 b 軸 

この磁場方向では、超伝導転移温度 Tc が磁場によりいったん抑制されたのち、さらに高磁

場で増大するという、異常なふるまいを示す。その Tc が極小を持つ磁場が 15T 付近である

ため、この磁場方向における研究には強い磁場が必要である。そこで、東北大学金属材料研

究所において 24T までの強磁場を用いて磁化測定を行い、エントロピーのマッピングを行

った。この結果、b 軸方向の磁場では、増強超伝導が見える磁場付近からエントロピーの上

昇が観測できた。エントロピーは揺らぎを表す指標であり、超伝導の増強はこの研究によっ

て明らかになった磁場中における揺らぎの増大が寄与しているものと考えられる。この結

果は、a 軸の結果と合わせて現在論文として執筆中である。 

 

MCE 測定系の立ち上げ 

極低温実験のための液体ヘリウムを供給する再凝縮装置の不調により、進捗が遅れた。その

後、自ら修理を行い、再凝縮装置の稼働に成功した。 

MCE 測定には磁場中での極低温温度計校正が必須である。本研究で使用する予定である希釈

冷凍機は磁場中の校正が難しい仕様であるが、試行錯誤により校正の実現に近づいている。

現時点では、ゼロ磁場における温度計校正が完了している。令和 4 年度に磁場中校正を実

現し、測定を始める予定である。 
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